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オープンカレッジ

　中国を故郷としつつ、様々な国・地域で

活躍している華僑・華人といわれる人々は、

その総数は明確には分かりませんが、渡

航・移住先で独自のコミュニティを築き、大き

な影響力をもっているといわれています。し

かし、華僑・華人の歴史は古く、その時期や

行き先によって、どういった階層の人々が出

国したのか、また影響力のあり方は大きく異

なります。今回は、ごく近年の中国からの出

国者の動向の変化を読み解き、華僑・華人

のあり方がどう変わっていくと予測されるの

かについて、お話ししようと思います。

　新発田の近現代史は、軍都としての歴史

でもあります。新発田では廃藩置県直後の

1871年11月から陸軍の駐屯がはじまり、1884

年６月には歩兵第16連隊となりました。この部

隊は下越・佐渡地方の郷土部隊となり、日清

戦争以降のほぼすべての戦争に参戦しまし

た。このことは、近代の新発田の歴史にどの

ような影響をあたえたのでしょうか。近年の歴

史研究をもとに、①軍隊と地域振興、②軍事

演習と地域社会、③戦傷病兵と銃後社会と

いう側面からみていきます。

イクネスしばた  多目的室1（新発田市諏訪町1-2 -12）会 場

2024 年度

土居 智典

敬和学園大学
国際文化学科 教授

講師 金 耿昊

敬和学園大学
国際文化学科 准教授

講師

参加費無料 定員80名

10月10日（木） 17：30～19：00

祖国を後にする中国人たち

10月24日（木） 17：30～19：00
近年の歴史研究からみる

軍都新発田

第1回 第2回
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TEL

FAX（0254-26-3996）または郵送（〒957-8585 新発田市富塚1270）で敬和学園大学までお送りください。 

2024年度
敬和学園大学オープンカレッジ 申込書

2024「オープンカレッジ新発田市会場」チラシ申し込み用紙がたりない場合は、コピーしてご使用ください。 

※電話番号、メールアドレスは講座についてのご連絡の際に使用しますので、連絡のとりやすいものをご記入ください。

受　付 登録日 敬和学園大学記入欄 
この欄は記入しないでください 

新潟県新発田市富塚1270（〒957-8585） 
0254-26-2394　 　　0254-26-3646

www.keiwa-c.ac.jp、somu@keiwa-c.ac.jp 

※講座開始10分前までに会場においでください。

登録いただいた個人情報は、本学の各種講座の申込み手続きおよび、各種ご案内や広報誌の送付等の関連業務のみに使用し、それ以外の用途に使用することはありません。
また、個人情報を第三者に公開・提供することは一切ありません。登録いただいた個人情報の照会、訂正、削除については、本学総務課までお知らせください。 

＜個人情報の取り扱いについて＞  

本学学生・科目等履修生のみ記入

ふりがな

氏　名 学籍番号

性　　別 男　　・　　女

住　所

〒　　　　　　ー

（　　　　　　　　　）　　　　　　　ー

@

電　話

メール
アドレス

大学の広報誌や講座案内を
送付してよろしいですか はい・いいえ

個人情報に関する窓口：
敬和学園大学 総務課 FAX

■会場のご案内

会 場
イクネスしばた  多目的室1
新潟県新発田市諏訪町１丁目２番12号（〒957-0055）

※車でお越しの方は、駐車場（60台）をご利用ください。（無料）
TEL 0254-28-9950

会場までのアクセス

● JR「新発田駅」下車、徒歩約１分
電車を利用する場合

● 市街地循環バス「新発田駅」バス停下車、徒歩１分
路線バスを利用する場合

● 新新バイパス（国道７号線）「新発田IC」から15分
● 高速道路（日東道）の場合は「聖籠新発田IC」降りて新発田方面へ

自動車を利用する場合

Access Map

講座名
※受講したい
講座に○印を
記入して
ください。

10/10（木）祖国を後にする中国人たち

10/24（木）近年の歴史研究からみる軍都新発田


